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新しい年は新しいルームから

山

か
ね
て
ご
案
内
の
と
お
り
、

日
本
山

岳
会
は
、

東
京
麹
町
に
新
ル
!
ム
を
購

入
、

そ
の
完
成
を
待
っ
て
、

い
よ
い
よ

一
月
下
旬
に
移
転
作
業
を
お
こ
な
い
、

二
月
か
ら
、

す
べ
て
の
業
務
は
新
し
い

ル
l

ム
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

御
茶
ノ
水
に
あ
っ
た
自
前
の
ル
|

ム

を
体
協
の
移
転
に
と
も
な
っ
て
手
離
し

て
以
来
長
い
間
借
り
住
い
を
つ
づ
け
て

き
ま
し
た
が

、

高
騰
す
る
家
賃
が
会
の

経
理
を
圧
迫
し
、

ひ
い
て
は
会
費
の
値

上
げ
等
、
会
員
各
位
の
負
担
増
に
つ
な

が
る
こ
と
を
考
慮
し
て
新
ル
l

ム
の
購

入
を
決
定
し
た
こ
と
は
、

会
員
各
位
に

す
で
に
お
伝
え
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。
高
額
な
購
入
資
金
も、
会
員
各
位

の
熱
烈
な
ご
支
持
を
得
て
所
期
の
目
標

額
を
大
幅
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

新
ル
l

ム
で
は

、
図
書
室
の
整
備
・

充
実
を
は
か
り
、

内
外
の
山
岳
関
係
図

書
を
収
蔵
、

名
実
と
も
に
日
本
の
代
表

的
な
ア
ル
パ
イ

ン
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と

す
る
と
と
も
に
、

各
種
行
事
、

集
会
等

に
も
積
極
的
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

移
転
に
と
も
な
う
諸
作
業
の
た
め

、

し
ば
ら
く
会
の
事
務
・

行
事
等
に
ご
不

便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が

、
ご

諒
承

く
だ
さ
い
。
な
お

、

3

月
4

日
新
ル
ー

ム
の
披
露
パ
ー
テ
ィ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
別
途
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。
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恒
例
の
昭
和
五
十
二
年
度
年
次
晩
餐

会
は
十
二
月
三
日
(
土
)
、
東
京
・
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
二
八
三
名
の
出
席
者

を
得
て
開
か
れ
、
現
在
進
行
中
の
新
ル

ー

ム
募
金
活
動
の
現
状、
西
堀
会
長
の

中
国
訪
問
の
報
告
な
ど
が
あ
っ
た
。

(
司
会
者
は
宮
下
秀
樹
氏
)
。

今
年
の
物
故
者
は
十
五
人
(
別
掲
)、

出
席
者
一
向
黙
祷
を
捧
げ
た
の
ち
、
西

堀
会
長
の
挨
拶
に
移
っ
た
。

新
ル
l

ム
の
募
金
状
況
は
、
九
百
二

十
四
人
、
千
四
百
八
十
三
万
五
千
円
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
明

年
一
月
中
旬
か

ら
移
転
を
開
始
、

末
日
ま
で
に
は
開
館

の
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
絶
大
な

協
力
を
感
謝
す
る
と
同
時
に
今
後
の
法

人
関
係
を
含
め
る
と
、
目
的
達
成
の
見

新
名
誉
会
員
に

今
西
錦
司
、
吉
沢
一
郎
両
氏

ー
昭
和
白
年
度
年
次
晩
餐
会
|

(第三種郵便物箆可〉山

通
し
の
つ
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。こ

の
あ
と
、
同
会
長
の
訪
中
報
告

(
前
号
掲
載
)、

ま
た
日
本
山
岳
会
、

日

本
ネ
パ
ー
ル
協
会
共
催
の
ネ
パ
ー
ル
外

相
ク
リ
シ
ュ
ナ
・

ラ
ジ
・

ア
リ
ア

ー

ル

氏
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催
(
十
二
月

十
六
日
)
の
件
が
発
表
さ
れ
た
。

今
年
度
、
名

誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た

の
は
今
西
錦
司
前
会
長
、
吉
沢
一
郎
元

副
会
長
の
二
氏
、
ま
た
永
年
会
員
は
後

藤
幹
次
、

武
村
市
太
郎
、

藤
島
玄
、

笠

原
潤
二
郎
、

角
田
吉
夫
、

津
田
周
二
、

大
沢
伊
三
郎
の
七
氏
で
両
会
員
を
代
表

し
た
三
氏
の
挨
拶
が
あ
り
(
別
掲
)
、

横

有
恒
氏
の
音
頭
で
乾
杯
、

師
走
の
一
夜

の
歓
談
は
尽
き
な
か
っ
た
。

今
西
名
誉
会
員
の

話

私
は
京
都
人
で

証

西
堀
会
長
と
は
中
学

員
の
同
級
生
で
あ
り
ま

会
)
誉
左

す
。
当
時
京
都
の
山

崎
駅
に登る
人
は
い
な
か

か
銅っ
た
の
で
す
が
、

わ

右
西
れ

わ
れ
が
発
案
し
て

(

今
長
る

「
山
城
三
十
山」
と

胎
酌い
う
も
の
を
設
定

、

西
を

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
京
都
・
北
山
の
山

波
の
向
こ
う
に
ど
ん

中
国
登
山
界
の
沿
革
と
現
状

(
中
)

片

山

政
治
的
、
社
会
的
激
動
の
な
か
で
、
中
国
登
山
界
が

揺
盛
期
を
経
て
絶
え
間
な
い
発
展
を
遂
げ
た
の
は
、
北

京
地
質
学
院

(
p
r
s
m
o
g-
o
m
w
色

F
E
E
R

)
を

拠
点
と
し
た
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
登
山
に
よ
る
学
生

の
体
力
増
強
(
毛
首
席
は
知
育
体
を
目
指
し
た
)
と
、

も
う
一
つ
に
は
登
山
を

学
術
調
査
と
い
う
実
利
面
の
推

進
と
併
行
し
得
た
か
ら
で
、

他
の
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
に

文
革
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
が

比
較
的
少
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

同
学
院
に
は

一
九
五
八
年
登
山
が
導
入
さ
れ
た
。
そ

し
て
、

そ
の
年
の
十
二
月
、

五
十
四
人
の
大
部
隊
(
十

二
人
は
女
性
)
で
「
七
・
ご
氷
川
主
峰
へ
、
翌
年
に

は
太
白
山
に
全
員
登
頂
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
登

山
は
同
学
院
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
同
じ

一
九
五
九
年
ム
ス
タ
グ
・

ア
タ
に
登
っ
て
い
る
が
、

十

人
の
登
頂
者
の
う
ち
四
人
(
王
宮
洲
、

ω
7
5

円U
E
口
問
唱

。
y
E
ロ

(UZ
P

名
目
間
関
口
弘
同
戸
曲〉
が
北
京
地
質
学

院
O
B

で
あ
り
、

こ
の
う
ち
、

。
r
E

と
巧
自
聞
は

女
性
の
世
界
高
度
登
頂
記
録
(
従
来
は
コ
l

ガ
ン
夫
人

の
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・

ヒ
マ
l

ル
)
を
更
新
し
た
。
さ
ら
に

一
九
六
O
年
に
は
、

エ
ベ
レ
ス
ト
に
八
人
の
同
学
院
生

(O
B

も
含
む
)
を
送
っ
て
い

る
、
が、

王
富
洲
は
そ

の
と
き
の
登
頂
メ
ン
バ
ー

の
一
人
で
あ
っ
た
(
彼
は
一

九
七
五
年
の
第
二
次
隊
に
も
参
加
、

指
揮
を
取
っ
て
い

る
)
。

こ
の
第
一
次
エ
ベ
レ
ス
ト
登

山
と
同
じ
時
期
に
グ
幻

ア
l

ν
1
ν

ヤ
u
J

の
山
H

ア
ム
ネ

・

マ
チ
ン
(
阿
尼
馬
琴
峰
H

積
石
山
、

七
二
ハ
0
メ
ー
ト
ル
、

N
M
度
印
分
、

E

卯
度
目
分
H

ア
ル
パ
イ
ン
・

ジ
ャ

ー
ナ
ル
に
は
N
M
度
ω
分
、
E

的

W守.

全

平度
初
分
、

青
海
省
)
に
同
学
院
単
独
で
登
山
隊
を
送

り

、

八
人
が
六
月
二
日
午
後
一
時
二
十
分
(
北
京
時

間
。
以
後
時
間
は
い
ず
れ
も
北
京
時
間
で
、
現
地
時
間

と
は
約
二
時
間
半
の
聞
き
が
あ
る
)
、

初
登
頂
に
成
功

し
た
。
同
隊
は
五
月
八
日
西
寧
を
ト
ラ
ッ
ク
を
連
ら
ね

て
出
発
、

途
中
、
富

担
任
自
で
地
方
ガ
イ
ド
と
西
蔵
語

の
通
訳
を
と
も
な
い
、

四
十
頭
の
ヤ
ク
に
三
ト
ン
の
資

料
を
積
ん
で
六
日
間
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
B
C
(

四
九
五

0
メ

ー
ト
ル
)
に
達
し
た
。
戦
後の
一
九
四
九
年
、
西

側
か
ら
初
め
て
こ
の
山
域
に
入
っ
た
米
人
レ
ナ
l

ド
・

フ
ラ
ン
シ
ス

・

ク
ラ

l

ク
の
探
査
当
時
と
は
大
変
な
隔

り
が
あ
る
(
そ
の
著
書
は
吋
Z

云
R

n
r
z
m巧
Z
ι
u

邦
訳
「
ア
ム
ネ
・
マ
チ
ン
」
水
谷
準
訳
)
。
も
ち
ろ
ん
、

ぺ
レ
イ
ラ
将
軍
、

ロ
ッ
ク
博
士
ら
の
推
定
し
た
高
度
は

く
つ
が
え
さ
れ
た
ば
か
り
か
、

同
隊
の
科
学
的
調
査
は

五
百
キ
ロ
に
わ
た
る
広
域
に
達
し
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー

チ

の
な
か
に
六
千
メ
ー
ト
ル
級
の
ピ
ー

ク
十
四
座
が
確
認

さ
れ
る
な
ど
、
玉
万
分
の
一
の
地
図
も
作
製
さ
れ
た
。

北
京
地
質
学
院
の
、

突
然
湧
い
た
よ
う
な
登
高
欲

、

遠
征
熱
は
ど
う
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。

「
登
山
と
地
理
学
と
の
関
連
を
認
識
し
た
同
学
院
共

産
党
支
部
の
強
力
な
テ
コ
入
れ
」
に
よ
る
も
の
で
、

単

に
遠
征
隊
の
組
織
作
り
だ
け
で
な
く
、

日
常
の
登
山
活

動
と
し
て
、

体
育
正
課
に
組
み
込
み
、

体
育
教
師
と
近

郊
の
山
で
登
山
技
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
励
ん
で
い

た
。

「
発
足
三
年
間
に
し
て
、

学
内
六
五
O
O
人
の
学

生
登
山
家
を
擁
す
る
ま
で
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
は
全
学

生
の
拘
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
」
と
、

(UY
Hロ
尺
凹

ω
司
O
H
Z

(
一九
六
一
年
)
に
述
べ
て
い
る
。
ま
た
当
時
、

登
山 カ ッ ト/松本慎太郎
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な
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
、
憧
れ
一
ま
す
。

と
い
い
ま
す
か
好
奇
心
を
そ
そ
ら
れ
な
一
藤
島
玄
永
年
会
員
の
話
こ
の
よ
う

が
ら
少
年
時
代
を
過
し
ま
し
た
。
一
な
会
で
一
番
思

う
こ

と
は
、
続
羅
星
の

そ
の
後
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
様
太
、
満
蒙
一
ご
とく
お
い
で
に
な
る
皆
さ

ん
と
、

気

の
探
検
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
北
山
で

一楽
に
話
し
合
い
出
来
る
こ
と
で
す
。
こ

勉
強
し
た
も
の
と
し
て
、
登
山
と
探
検
一
の
こ
と
か
ら
思
い
ま
し
て
、
私
の
歩
ん

は
合
わ
せ
て
一
つ
、
ル
ー
ツ
は
同
じ
で
一
だ
道
を
申
し
上
げ
ま
す
。

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
千
台
(

会
員
番
号
)
に
な
ら
な
い
う

そ
し
て
い
ま
、
中
学
時
代
を
思
い
出
一
ち
に
入
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

会
費

し
、

登
っ
て
い
な
い
山
を
登
っ
て
い
ま
一
が
値
上
り
し
、

ま
た
次
の
年
も
値
上
り

す
が
、
現
在
九
百
五
十
座
に
な
り
、
こ
一
し
た
の
で
文
句
を
い
っ
た
と
こ
ろ
、

塚

の
う
ち
一
等
三
角
点
は
二
百
五
十
座
と
一
本
繁
松
さ
ん
(
故
人
)が
「
昨
年
の
会

な
り
ま
し
た
。
来
年
は
千
に
な
り
ま
す
一
費
で

い
い
」
と

い
う
こ
と
で
入
っ
た
。

が
、
こ
れ
で
止
め
よ
う
と
は
思
っ
て
い

一
し
か
し

当
時
は
終
身
会
員
と
い
う
こ

ま
せ
ん
。
へ
た
る
ま
で
登
り
続
け
る
所
一
と
、
い
ま
改
め
て
永
年
会
員
に
推
さ
れ

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
御
支
援
お
願
い
い
一
で
も
あ
り
が
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
二

た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
一
重
籍
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

た
。
一
越
後
で
あ
る
か
ら

、

高
頭
さ
ん
(
仁

吉
沢
名
誉
会
員
の
話

模
、

早
川
両
一
兵
衛
)
、
大
平
さ
ん
(
長
)
と
つ
な
が
り

大
先
輩
か
ら
み
れ
ば
小
僧
ッ
子
に
等
し
一
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う

が
、

い
よ
う
な
私
が
名
誉
会
員
に
し
て
い
た
一
故
郷
で
は高
頭
先
生
は
大
地
主
、
大
旦

だ
き
、
び
っ
く
り
さ
れ
た
こ
と
と
恩
っ
一
一
刻
で
あ
り
ま
す
か
ら
手
足
の
と
ど
く
存

て
お
り
ま
す
。
藤
島
敏
男
さ
ん
は
「
山
一
在
で
は
なく
、
山

行
は

一
緒
に
で
き
な

に
忘
れ
た
パ
イ
プ
」
を
書
い
て
お
ら

れ
一
か
っ
た
の
で
す
。

町
一
ま
す
が
、
あ
の
世
に
行
か
れ
た
藤
島
敏
一
皆
様
と
顔
を

合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ

帰
一
男
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
ど
う
や
ら
私
一
た
の
は
戦
後
の
お
茶
の
水
時
代
か
ら
で

晴
一
も
棚
上
げ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
一
す
。当
時
塚
本
さ
ん
は
戦
災
の
跡
に
テ

叡
一
れ
ま
で
は
世
に
は
ば
か
る
よ
う
な
こ
と
一
ン
ト
を
張
っ
て
本
部
の
面
倒
を
見
ら
れ

悌
一
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
書
き
も
し
ま
一
た
の
で
す
。
そ
の
塚
本
さ
ん
が
終
戦
後

却
一
せ
ん
で
した
が
、
こ
れ
か
ら
は

、
自
由
一わ
た
し

の
家
に
滞
在
し
て
い
た
と
き
、

ト
一
に
、
藤島
さ
ん
を
上
回
わ
る
よ
う
な
世
一
越
後
支
部
設
立
に
努
力
さ
れ

、

そ
し
て

ト
一
に
は
ばか
り
方
を
し
て
い
き
た
い
と

思
一
山
形
、
福
島
に
も
呼
び
か
け
て
作
ら
れ

間
一
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
ろ
と
ん
一
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
潟
鉄
工
の

叫
一
で
もない
も
の
を
い
た
だ
き
ま

し

た
こ
一
職
員
で
は
山
に
は
登
り
ま
す
が

、

お
付

3

一
と
は
皆
様の
御
支
援
に
よ
る
も
の
と
恩

一
合
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
横
の
つ
な
が
り

山
一
っ
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
一
も
あ
り
ま
せ
ん
。
五十年
間
山
登
り
の

後
十
時
半
(
北
京
時
間
)
頂
上
に
達
し
た
。
し
か
し
ガ

ス
と
強
風
で
視
界
は
零
と
な
り
、

雪
洞
を
掘
っ
て
七
四

0
0
メ

ー
ト

ル
の
地
点
で
ビ
パ
l

ク
、

翌
朝
、

最
終
キ

ャ
ン
プ
で
玉
、

査
両
隊
員
と
合
流
し
た
。
そ
の
降
下
時

に
西
統
が
遭
難
死
し
た
模
様
で
あ
る
(
そ
の
詳
細
は
不

明
)
。

西
統
は
ラ
サ
の
貧
農
の
出
身
で
あ
る
。
登
山
に
関
心

が
あ
る
こ
と
を
共
産
党
に
認
め
ら
れ
一
九
五
八
年
、
他

の
チ
ベ
ッ
ト
娘
た
ち
と
と
も
に
登
山
技
術
の
講
習
と
党

学
習
の
た
め
合
宿
に
入
り
、

九
人
は
一
人
の
教
師
に
つ

き
っ
き
り
で
日
常
生
活
か
ら
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
の
み
じ
め
な
生
活
か
ら
一
変
、

国

家
機
関
の
教
育
を
受
け
て
い

る
わ
け
だ
が
、

「
毛
首
席

の
新
時
代
の
恩
恵
に
浴
し
て
胸
の
詰
ま
る
恩
い
だ
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。

西
線
は
一
九
五
九
年
、

男
女
合
同
の
登
山
隊
に
加
わ

り

、

溶
多
と
と
も
に
ム
ス
タ
グ

・

ア
タ
の
登
頂
に
成

功
、

「
登山
運
動
家
健
将
」
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

が
「
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
功
績
は
し
て
い
な
い
」
と
固

辞
し
た
と
い
う
彼
女
に
ま
つ
わ
る
美
談
も
い
ま
な
お
語

り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

現
在
中
国
女
性
登
山
界
は
衰
揚
、

滞
多
が
中
心
的
役

割
を
果
し
て
い
て
、

西
堀
会
長
も
一
夜
歓
談
の
機
会
を

持
た
れ
た
。
家
揚
は
四
十
二
歳
、

港
多
は
三
十
九
歳
の

は
ず
で
女
盛
り
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
中

国
の
女
性
開
放
時
に
お
け
る
女
性
教
育
の
一
端
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
が

、

開
放
直
後
の
婚
姻
法
に
は
、

そ
の

自
由
、

一
夫
一
妻、
男
女
の
権
利
の
平
等
な
ど
が
う
た

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
婦
人
の
社
会
的
経
済
的
地
位
の
向

上
に
と
も
な
い
、
「
半
辺
天
」
と
い
う
、
天
の
半
分
を

支
え
る
と
い
う
女
性
の
自
覚
も
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
芽

生
え
、

そ
の
参
加
の
気
風
は
拡
大
化
し
て
い
っ
た
。

女
性
解
放
は
、
一
九
四
九
年
の
解
放
後
の
中
国
の
大

き
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
績
は
グ
纏
足
H

に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
な
、

中
国
女
性
に
対
す
る
時
代
的
イ
メ

ー

ジ
を
完
全
に
払
拭
し
た
。
一
九
五
八
年
の
中
ソ
合
同

の
レ
l

ニ
ン
峰
登
山
に
女
性
五
人
が
初
め
て
参
加
し
た

の
を
皮
切
り
に
、

五
九
年
の
ム
ス
タ
グ

・

ア
タ
に
八
人

の
女
性
参
加
、

そ
し
て
六
一
年
、

コ
ン
グ
ル
九
別
山
に

は
女
性
独
自
の
登
山
隊
が
組
織
さ
れ
た
(
衰
揚
登
山
隊

長
、

当
時
二
十
六
歳
)
。
西
線
3
Z
R
白
Y

二
十
八
歳
)、

溶
多

9
7
2
E
C
ダ
二
十
三
歳
、

第
二
次
エ
ベ
レ
ス
ト

登
頂
者
)
の
チ
ベ
ッ
ト
女
性
二
人
が
七
五
九
五
メ

ー

ト

ル
の
世
界
最
高
登
頂
記
録
を
樹
立
し
た
。

こ
の
登
頂
の
帰
途
、

西
続
が
遭
難
死
し
て
い
る
。
こ

れ
は
一
九
五
七
年
の
貢
暖
山
の
遭
難
以
来
の
も
の
と
な

る
。
そ
の
追
悼
文
と
し
、

彼
女
の
生
涯
が
わ

E
E
.
回

ω
句
2
Z

に
掲
載
さ
れ
た
が
、

そ
の
ま
え
に
同
峰
の
登
頂

記
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

六
月
十
七
日
、
午
後
一
時
二
十
分
、

七
三
0
0
メ

ー

ト
ル
の
最
終
キ
ャ
ン
プ
を
あ
と
に
し
た
の
は
、
王
義
勤

(
副
隊
長、
共
産
党
隊
支
部
書
記
、

二
十
七
歳
)
指
揮

の
も
と
西
縦
、

溶
多
、

査
母
金
(
二
十
三
歳
)
の
四
人

で
あ
っ
た
。
午
後
四
時
、
七
四
0
0
メ

ー

ト
ル
の
地
点

に
達
し
、
高
度
障
害
、

零
下
二
十
度
、

深
雪
に
悩
ま
さ

れ
、

前
衛
峰
に
達
し
た
の
が
九
時
三
十
分
、
視
界
は
十

二
、

ご
一メ
ー
ト

ル
と
な
り
、

主
義
動
、

査
母
金
が
隊
列

か
ら
離
れ
、

西
線
、
潜
多
の
二
人
が
登
高
を
続
行
、
午

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
た
「
運
動
家
健

将
」

(
マ
ス
タ
ー
)
は
六
人
、
「
一
級
」
が
八
人
、
「

二

級
」
二
人
、
「

三
級
」
七
十
二
人
に
お
よ
ん
で
い
る
。

登
山
は

全
校
を
席
圏
し
、

壁
新
聞
に
も
登
山
は
ご
本

の
ロ
l

プ
で
結
合
さ
れ
た
友
情
の
き
ず
な
」
と
大
書
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
後
の
同
学
院
生
の
登
山
活
動
は
r
つ

ま
で
も
な
く
、

ゴ
サ
イ
ン
タ
ン
、

第
二
次
エ
ベ
レ
ス
ト

登
頂
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

( 3 ) 



391 -1978 ・ 1 ・ 2日

今
西
錦
司
氏

明
治
三
十
五
年
(
一
九
O
二
)
京
都

に
生
ま
れ
る
。
三
高
時
代
山
岳
部
を
創

立
、
京
都
大
学
時
代
に
か
け
て
剣
岳
源

治
郎
尾
根
初
登
、

黒
岳
、

赤
牛
岳
、
烏

帽
子
岳
積
雪
期
初
登
、

剣
岳
チ
ン
ネ
北

壁
初
登
、

昭
和
七
年
一
月
富
士
山
で
初

め
て
極
地
法
登
山
を
試
み
、
探
検
登
山

に
新
分
野
を
開
拓
。
昭
和
十
年
以
降

は
、

白
頭
山
冬
期
初
登
を
は
じ
め
と
し

て
、
内蒙
古

、

大
奥
安
嶺
を
し
ば
し
ば
探

検
。
昭
和
二
十
七
年
秋
マ
ナ
ス
ル
の
登

路
偵
察
。
昭
和
三
十
年
カ
ラ
コ
ラ
ム
探

検
。
わ
が
国
に
お
け
る
登
山
と
探
検
の

パ
イ
オ
ニ
ア
の
一
人
で
、

登
山
界
に
与

え
た
影
響
は
大
き
い
。
理
学
博
士
。
文

化
功
労
者
。

昭
和
四
年
(
一
九
二
九
)
一
二
月
本
会

(第三種郵便物認可} 山

年
功
を
積
ん
だ
わ
け
で
す
が
、

こ
の
よ

う
な
こ
と
(
永
年
会
員
)
を
し
て
も
ら

い
ま
す
と
、

「
も
う
止
め
レ
」
と
い
う

こ
と
か
、

と
思
っ
て
お
り
ま
す
(
笑
)
。

大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。

ハ片
山
金
平
/
写
真
・
小
倉
厚
〉

マ
物
放
者

山
田

多
市
、

五
十
嵐
寛
、

近
藤
芳
春
、
中
原
万
次
郎
、
沢
田
武
志
、

山
田
光
男
、
加
納
一
郎
、

斎
藤
直
一
、

保
泉
利
喜
之
助
、
川
崎
吉
蔵
、

岡
本
俊

彦
、

伊
藤
弥
十
郎
、

三
好
勝
彦
、

安
川

茂
雄
、

小
山
千
万
樹

*
年
次
晩
餐
会
欠
席
者
か
ら
の
近
況
通

信
、

晩
餐
会
出
席
者
名
簿
、

「
こ
の
一

本
展
」
等
は
、

次
号
以
降
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

-
新
名
誉
会
員
紹
介
(望
月
達
夫
)

入
会
。
会
員
番
号
一
一
一
七
。
戦
前
か

ら
理
事
、

評
議
員
と
し
て

会
務
に
尽
く

し
、
昭
和
四
十
八
年
以
降
四
年
間
第
十

二
代
の
本
会
々
長
を
つ
と
め
た
。

著
書
に
『
山
岳
省
察
』
『
山
と
探
検
』

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
語
る
』
『
カ
ラ
コ
ム

』

『
日
本
山
岳
研
究
』
等
多
数
が
あ
り

『
今
西
錦
司
全
集
』

全
十
巻
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

吉
沢
一
郎
氏

明
治
三
十
六
年
(
一
九

O
一
二
)
東
京

に
生
ま
れ
る
。
東
京
商
科
大
学
山
岳
部

時
代
か
ら
日
本
ア
ル
プ
ス
を

中
心
に
活

躍
(
剣
岳
東
大
谷
初
登
等
)
。
マ
ッ
タ

ー
ホ
ル
ン
の
研
究
か
ら
欧
米
山
岳
の
文

献
的
研
究
に
入
り
、
つ
い
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
、

カ
ラ
コ
ラ
ム

、

ヒ
ン
ズ
ー

ク
シ
ュ
の
文

献
的
研
究
を
長
年
月
に
わ
た
っ
て
精
力

的
に
行
な
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
六
年

(
一九
六
一
)
一
橋
大
学
ペ
ル
l

・

ボ

リ
ビ
ア

・

ア
ン
デ
ス
登
山
隊
長
と
し
て

成
果
を
挙
げ
、

昭
和
五
十
二
年
(
一
九

七
七
)
日
山
協
K
2

登
山
隊
の
総
指
揮

と
し
て
バ
ル
ト
ロ
氷
河
に
入
る
。
現
在

ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ

・

カ
ラ
コ
ル
ム
会
議

会
議
長
。

大
正
十
四
年
(
一
九
二
五
)
九
月
本

会
入
会
。
会
員
番
号
九
三
O
。
戦
前
か

ら
幹
事
、

理
事
、

評
議
員
、

副
会
長
と

し
て
多
年
会
務
に
尽
く
し
た
功
績
は
大

き
い
。
現
在
永
年
会
員

。
英国
山
岳
会

、

ア
メ
リ
カ
山
岳
会
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・

ク

ラ
ブ
会
員
。

著
書
に
『
登
高
記
』

『
北
の
山
・
南

の
山
」

が
あ
り
、
他
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
関
係

の
翻
訳
書
が
多
数
あ
る
。
ま
た
A
A
J

や
A
J

に
多
年
に
わ
た
り
、

日
本
か
ら

の
海
外
遠
征
資
料
を
送
付
し
た
地
味
な

努
力
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

一
九
七
七
年
カ
ラ
コ
ル
ム
の
日
本
隊

カ ット/谷アユ子

一
九
七
七
年
の
カ
ラ
コ
ル
ム
は
、

こ

れ
ま
で
に
な
く
日
本
隊
が
成
功
を
お
さ

め
た
年
で
あ
っ
た
。
七
隊
の
う
ち
五
隊

が
登
頂
に
成
功
し
、

そ
の
う
ち
三
隊
が

初
登
頂
と
い
う
の
も
、

日
本
に
お
け
る

カ
ラ
コ
ル
ム
研
究
が
一
段
と
成
果
を
上

げ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
登

山
隊
の
リ
ス
ト
ア

y

。

フ
と
い
う
形
で
、

一
九
七
七
年
の
カ
ラ
コ
ル
ム
の
成
果
を

ふ
り
か
え
っ
て
み
た
い
。

V
E
2

八
六
一
一
メ
ー
ト
ル
、

日
山

協
隊

六
月
中
旬
に
B

・
C

建
設
、

高
度
五

二
0
0
メ

ー
ト
ル
、
そ
の
後
、
C
6

ま

で
作
り
、

八
月
四
日
に
馬
場
口
等
玉
名

が
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
す
る
が
、

悪
天
の

た
め
引
き
返
す
。
八
月
八
日
に
重
広

恒
夫
、

中
村
省
爾
、

高
塚
武
由
の
三
名

が
C
6

か
ら
約
十
四
時
間
か
け
て
登
頂

に
成
功
、

翌
九
日
に
も
広
島
三
朗
、

小

野
寺
正
英
、
山

本
秀
夫
、

ア
シ
ュ
ラ
フ

・

ア
マ
ン
の
四
名
、
が
登
頂、

第
四
次
ア

タ
y

ク
は
悪
天
の
た
め
中
止
、

一
九
五

四
年
の
イ
タ
リ
ア
隊
の
初
登
頂
と
同
じ

ア
ブ
ル
ッ
チ
(
東
南
)
稜、
登
輪
車
隊
員

高
所
登
山
委
員
会

広
島

朗

三
十
二
名
、

総
指
揮
吉
沢
一
郎
、

隊
長

新
貝
勲

、

そ
の
他
管
理
隊
員
四
名
、
初
登

頂
の
イ
タ
リ
ア
隊
に
次
い
で
第
二
登
。

マ
ブ
ロ
ー
ド
・
ピ

1

ク

八
O
四
七
メ

ー
ト
ル
、

愛
知
学
院
大
学
隊

七
月
初
旬
に
B

・

C

建
設
、
高
度
四

九
0
0
メ
ー
ト
ル
、

ほ
ぽ
初
登
頂
の
オ

ー
ス
ト
リ
ア
隊
と
同
じ
ル
l

ト
で
、

八

月
八
日
、
七
五
0
0
メ

ー

ト
ル
の
C
4

か
ら

、

午
前
二
時
三
O
分
辻
美
行
(
ぬ
)、

野
呂
和
久
(
お
)、

尾
崎
隆
(
μ
)の
三
名

が
ア
タ
ッ
ク
に
出
発
、

午
前
八
時
五
O

分
に
登
頂
に
成
功
し
た
。

B
-
C

以
上
の
物
資
の
荷
上
げ
量
は

五
0
0
キ
ロ
、

八
0
0
0

メ
ー
ト
ル
峰

に
お
け
る
ラ
イ
ト

・

エ
ク
ス
ベ
デ
ィ
シ

ヨ
ン
の
ス
タ
イ
ル
を
打
ち
出
し
た
登
山

隊
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

湯
浅
道
男
隊
長
(4
)
以
下
隊
員
十
二

名
、

主
峰
は
オ
ー

ス
ト
リ
ア
隊
に
次
い

で
、

二
O
年
ぶ
り
の
第
二
登
。

マ
プ
ル
ポ
l

・
プ
ラ
ツ
カ

七
0
0
0

メ
ー
ト
ル
、

鉄
道
同
人
隊
、

初
登
頂

六
月
中
句
に
フ
l

シ
ェ
谷
か
ら
チ
ヨ

ゴ
リ
ザ
氷
河
に
入
り
、

高
度
四
一
五
O

メ

ー

ト
ル
に
B

・

C

建
設
、

チ
ョ
ゴ
リ

ザ
氷
河
を
源
頭
に
た
ど
り
、

北
西
稜
の

六
四
0
0
メ
ー
ト

ル
に
C
4

を
建
設

し
、

七
月
十
四
日
、

矢
島
満
雄
(
お
)、

小
林
三
二
(m
m
)
、

中
村
哲
雄
(幻
)、

安

治
章
一
(お
)
の
四
名
が
登
頂
に
成
功
、

七
月
二
十
二
日
に
今
度
は
C
3

、

五
八

九
0
メ

ー
ト
ル
か
ら
、

成
田
博
(
お
)、

大
沢
稔
(
ω
)、

木
田
秋
雄
(
お
)
が
ふ
た

た
び
登
頂
に
成
功
し
た
。
計
七
名
が
登

頂
し
た
こ
と
に
な
る
。
長
い
間
の
地
道

な
研
究
の
成
果
に
よ
る
初
登
頂
と
い
て
え

る
だ
ろ
う
。

秋
山
宏
明
隊
長
(ω
)、

宮
原
弘
之
副

隊
長

(
M
A
)以下
隊
員
十

一
名
。

マ
ピ
ア
l

レ

六
七
二
九
メ
ー
ト

ル
、

愛
媛
カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
隊
、

初
登
頂

バ
ル
ト
ロ
氷
河
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し

て
名
高
い
ワ
ル
ド
カ
ス
の
対
岸
に
そ
び

え
る
山
で
、

最
初
南
面
か
ら
登
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、

す
さ
ま
じ
い
岩
壁
で
手

が
つ
け
ら
れ
な
い
た
め

北
面
に
回
っ
て

登
頂
を
ね
ら
っ
た
。
B

・

C

は
バ
ル
ト

ロ
氷
河
の
右
岸、
ム
ス
タ

l

グ
氷
河
の

出
合
付
近
、

そ
し
て
ム
ス
タ

l

グ
氷
河

の
上
に
、

c
l

、

C
2

と
建
設
し
、

C

3
を

尾
根
上
に
作
り
、

七
月
二
十
二
日

に
重
松
文
剛
(
幻
)、

木
村
其
由
(
泌
)、

落
合
忠
徳
(
お
)、

沢
田
幹
央
(
お
)
の
四

名
が
登
頂
、

一
日
お
い
て
二
十
四
日
に

青
木
正
樹
隊
長
(
記
)、
岡
田
千
歳
(
お
)

の
二
人
も
登
頂
し
、

全
員
六
名
に
よ
る

初
登
頂
に
成
功
し
た
。

マ
タ
フ
・
ル
タ
ム

六
六
五
一
メ
1

ト

ル
、

大
阪
登
怒
ク
ラ
ブ
、

初
登
預

ピ
ア
フ
ォ
氷
河
か
ら
ス
ノ
l

レ
l

ク

( 4 ) 
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*
カ
プ
ユ
ラ
村
に
て
(
一
九
七
七
・

九

.
二
五
)

キ
ャ
ン
プ
第
一
日
目
が
明
け
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

朝
4
時
。
東
部
ガ
ル
ワ

l

ル
、

カ
プ
ユ
ラ
村
。
満
天
の
星
空
。

モ
ン
ス
ー

ン
は
昨
日
、

本
当
に
明
け
た

ら

し

い
。
羽
田
か
ら
ボ
ン
ベ
l

、

デ
リ

ー

と
飛
行
機
を
乗
り
つ
い
だ
。
あ
と
は

パ
ス
に
ゆ
ら
れ
て
ロ
時
間
、

ア
ル
モ
ラ

村
へ
っ
き
、
ニ
l

ル
セ
ン
タ
・

ホ
テ
ル

に
つ
い
た
の
が
一
昨
夜
十
時
。
い
い
避

暑
地
で
し
た
。
昨
日
は
ま
た
パ
ス
に
ゆ

ら
れ
て
5

時
間
。
ネ
パ
ー

ル
あ
た
り
な

を
越
え
て
南
タ
フ
ル
タ
ム
氷
河
の
五
O

九
0
メ

ー

ト
ル
に
六
月
二
十
七
日
に
ベ

ー

ス
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
、

六
二
0
0
メ

ー

ト
ル
の
南
西
岩
稜
上
に
C
3

を
建
設

し

て
七
月
十
三
日
、

小
畑
和
人
(
泊
三

宇
佐
川
幸
夫
(
泊
三
田
中
義
信
(
お
)
、

光
田
和
也
(
詑
)
の
四
名
が
登
頂、
続
い

て
十
四
日
に
宮
川
広
年
(
担
)、
松
村
勝

雄
(
却
)
、

清
水
豊
(
お
)、
大
西
英
之

(
幻
)
の
四
名
も
登
頂
に
成
功、
隊
長
の

桑
原
信
夫
(
必
)
を
除
く
隊員
八
名
が
初

登
頂
に
成
功
し

た
。

マ
パ
ツ
I

ラ
主
峰
七
七

八
五
メ
l

ト

ル
、

東
京
都
庁
山
岳
部

南
面
の
パ
ル
タ
ー
ル
氷
河
か
ら
挑
ん

で
い
た
が
、

七
月
六
日
に
六
0
0
0
メ

ー

ト
ル
付
近
で
雪
崩
に
あ
い、

一
名
が

!苅

|羽

岡

111 

死
亡
し
た
の
で
登
山
を
打
ち
切
っ
た
。

河
野
慎
一
隊
長
以
下
十
一
名
の
登
山
隊

マ
区
7

六
九
三
五
メ
ー

ト
ル
、

亜
細

亜
大
学
隊

石
川
佑
隊
長
以
下
十
名
は
、

六
三
五

0
メ

ー
ト

ル
で
登
頂
を
断
念
し
た
。

K
7

は
一
九
七
六
年
に
福
岡
G
C
C

同
人
隊
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
が
、

こ

の
時
は
登
頂
ル
l

ト
が
発
見
で
き
ず
戻

っ
て
お
り
、

今
回
は
付
近
の
地
形
の
解

明
と
と
も
に

、

一
日
も
早
い
報
告
が
待

た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
こ
の

K

7

山
域
は
現
在
の
カ
ラ
コ
ル
ム
の
中
に

あ
っ
て
未
知
の
部
分
が
多
く
残
っ
て
お

り
、
数
多
い
日
本
隊
の
手
に
よ
る
解
明

が
急
が
れ
る
山
域
で
あ
る
。

回
一
岨二
一
悶一

山

日
本
山
岳
会
ガ
ル
ワ
l

ル
澄
山
隊
隊
長

原

ら
本
当
は
歩
い
て
い
る
場
所
を
、

こ
こ

ガ
ル
ワ
l

ル
で
は
舗
装
道
路
を
パ
ス
に

ゆ
ら
れ
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
と
も
思
え
な
い
美

し
い
緑
の
山
聞
を
谷
川
に
そ
っ
て
進
み

ま
す
。
聞
い
て
い
た
よ
う
に
ガ
ル
ワ

ー

ル
は
美
し
い
。
私
の
経
験
し
た
ヒ
マ
ラ

ヤ
と
は
ち

ょ

っ
と
違
う
。
ア
ル
プ
ス
的

で
あ
る
。
な
だ
ら
か
な
山
波
と
広
い

谷
。
稲
の
取
り
入
れ
が
始
っ
て
い
る
。

万
事
は
大
体
予
定
通
り
。
一
年
間
精

密
に
準
備
し
て
き
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と

い
う
も
の
で
す
。
先
発
の
伊
丹
、

上
島

と
合
流
、

会
員
組
名
が
こ
こ
カ
プ
ユ
ラ

真

村
に
設
営
。
い
よ
い
よ
キ
ャ
ラ
バ
ン
を

開
始
し
ま
す
。

*
ナ
イ
ン
タ
ー

ル
に
て
(
一
九
七
七
・

一
0
・

二
一
)

昨
日
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
終
り
、

今
日
は

パ
ス
で
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー

へ
帰
る
途
上
、

ナ
イ
ン
タ
ー

ル
な
る
湖
畔
の
町
に
泊
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
明
日
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー

泊
り
、

明
後
日
は
東
京
へ
着
く
予
定
。

昨
日
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
ダ

ク
リ
峠
を
越
え
ま
し
た
。
ガ
ル
ワ
l

ル

の
谷
に
は
も
う
秋
が
や
っ
て
き
て
い
ま

す
。
下
山
し
な
が
ら
み
ん
な
よ
く
し
ゃ

べ
り
、

笑
い
が
と
ま
り
ま
せ
ん
。

初
心
者
を
つ
れ
て
実
質
6

日
以
内
に

六
0
0
0

メ
ー
ト
ル
峰
を
落
す
計
画
は

完
全
に
成
功
し
ま
し
た
。
サ
ル
コ
ッ
ト

(
六
一0
0
メ
ー
ト
ル
)
へ
挑
ん
だ
お

人
中
M
人
が
登
頂
し
ま
し
た
。
2
人
病

気
の
た
め
中
止
。
い
ず
れ
に
せ
よ
登
頂

率
は
卯
%
を
こ
し
て
い
ま
す
か
ら
、

こ

れ
で
私
た
ち
の
計
画
は
達
成
さ
れ
た
と

い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
日
本

を
出
て

日
本
へ
帰
る
ま
で
3

週
間
。
六
0
0
0

メ

ー

ト
ル
峰
な
る
も
の
は
そ
の
程
度
の

期
間
で
登
っ
て
あ
た
り
前
だ
と
い
う
こ

と
を
初
心
者
で
証
明
し
た
こ
と
に
は
、

多
少
な
り
と
も
意
味
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
と
は
い
え
、

サ
ル
コ
ッ
ト

も

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
一
峰
で
す
。
決
し
て
馬
鹿

で
も
登
れ
る
山
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
講
師
を
や
っ
て
く
れ
た

伊
藤
、

伊
丹
、

上
島
ら
の
活
躍
と
指
導

が
大
き
く
物
を
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
山
は
思
っ
た
よ
り
稜
線
が
長

く

、

四
t

五
0
0
0

メ
ー
ト
ル
に
や
や

面
倒
な
セ
ラ
ッ
ク
帯
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
伊
丹
と
上
島
の
二
人
が
一
回
の
ピ

パ
l

ク
を
入
れ
て
二
日
間
で
頂

上
ま
で

の
ル
l

ト
を
拓
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
経

験
者
な
の
で
高
所
順
化
訓
練
抜
き
で
の

本
当
の
ラ
ッ
シ
ュ
・

タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
で

し
た
。
一
般
の
隊
員
は
C
1

(
五
一0

0
メ
ー

ト
ル
)
を
も
う
け
て
、

三
回
に

わ
け
で
登
頂
し
ま
し
た
。
な
か
に
は

C

ー

を
使
わ
ず
一
気
に
頂
上
を
往
復
し
た

も
の
も
お
り
ま
す
。

最
後
に
伊
藤
が
、

充
分
な
順
応
活
動

を
し
た
あ
と
単
身
、

A
B
C

か
ら
一
五

0
0
メ

ー
ト
ル
を
わ
ず
か
五
時
間
で
登

頂
し
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う

し
て
、

か
わ
い
そ
う
な
サ
ル
コ
ツ

ト
は
考
え
う
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
型
の

攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
、

わ
が
軍
門
に
下
っ

た
と
い
う
わ
け
で
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
る
と

、

昨
年
サ
ル
コ
ッ
ト
を
訪
れ
た

あ
る
隊
は
必
日
か
け
て
こ
の
山
を
登
れ

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
一
年
間
に
わ
た
る
精

密
な
計
画
と
、

講
師
を
や
っ
て
く
れ
た

三
君
の
自
信
と
熱
意
と
、

山
に
入
っ
て

か
ら
の
経
験
者
と
し
て
の
実
行
力
と

が
、

真
の
成
功
の
秘
訣
で
し
た
。
つ
ま

る
と
こ
ろ
私
は
ま
こ
と
に
い
い
仲
間
に

め
ぐ
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
に
よ
っ
て
、

こ
の
遠
征
に
は
医
学

研
究
班
が
つ
き
ま
し

た
。
こ
の
成
果
も

ま
た
大
き
い
は
ず
で
す
。
な
ん
と
い
っ

て
も
、

も
う
日
年
来
の
医
学
研
究
で
す

か
ら
、

そ
ろ
そ
ろ
わ
か
り
や
す
い
高
所

医
学
論
が
出
来
る
段
階
に
き
て
い
ま

す
。
(
以
上
・
田
村
俊
介
氏
宛
)

日本山岳会編

登 山 の技術

(上・ 下巻〉

日
本
山
岳
会
で
編
集
し
『
登

山

技

術
』

と
し
て
や
は
り
白
水
社
か
ら
三
巻

本
を
出
版
し
た
の
は
十
六
年
前
の
昭
和

四
十
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
変
好

評
で
何
度
も
版
は
重
ね
た
が、
内
容
の

改
訂
は
一
度
も
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の

十
六
年
内
に
お
け
る
登
山
技
術
、

用
具

の
進
歩
は
、

本
当
に
眼
を
む
く
ほ
ど
の

も
の
で
す
で
に
十
六
年
前
の
技
術
書
で

は
役
に
立
た
な
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
昭
和
五
十
一
年
の
春
、

編
集

委
員
会
が
ま
た
発
足
し
、

改
訂
版
で
は

な
く
、

全
く
新
し
い
角
度
か
ら
中
級
者

向
け
の
技
術
書
を
発
行
す
る
こ
と
に
な

り
、

出
来
た
の
が
今
回
の
『
登
山
の
技

術
』

上
・

下
二
巻
本
で
あ
る
。

執
筆
者

は
い
ず
れ
も
本
会
会
員
の
第
一
線
メ
ン

バ
ー
に
お
願
い
し
、

内
容
に
つ
い
て
何

度
も
検
討
を
重
ね
た
。
従
来
か
ら
一
般

に
出
さ
れ
て
い
る
技
術
書
と
異
る
も
の

は
、

内
容
を
登
山
技
術
自
体
に
焦
点
を

合
わ
せ
、

地
理
、

気
象
、

装
備
、

医
療

な
ど
の
項
目
は
特
に
独
立
さ
せ
ず
、

そ

( 5 ) 
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れ
ぞ
れ
関
連
の
あ
る
技
術
の
中
に
含
め
一
何
百
回
と
な
く
登
山
の
模
様
を
根
掘
り

て
書
か
れ
で
あ
る
こ
と
で
、
同
様
な
意

一葉
掘
り
聞
き
出
し
、

さ
ら
に
、

同
年
の

味
で
登
山
の
危
険
と
い
う
項
目
も
別
項

一秋
ナ
ン
ダ
・

デ
ヴ
ィ
の
西
北
方
約
二
O

と
し
て
取
り
あ
つ
か
っ
て
い
な
い
r
。
一
キ
ロ
に
位
置
す
る
ド
ウ
ナ
ギ
リ
の
頂
よ

主
な
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
り
こ
の
目
で
真

近
に
、
そ
の
美
し
い
双

〈
上
巻
〉
序
論
(
金
坂
一
郎
)
、
リl
ダ
一
耳
峰
を
眺
め
、

そ
の
上
で
想
像
し
て
き

l

シ
ッ
プ
(
宮
下
秀
樹
)
、
ト
レ
|
二
ン一
た
「ナ
ン
ダ
・

デ
ヴ
ィ
縦
走
」

が
、

こ

グ
(
浜
野
芳
生
)、
山
歩
き
(
川
上
隆
)
、一
の
書を
一
見
す
る
と
、

い
か
に
焦
点
の

食
糧
(
神
崎
忠
男
)
、
岩
登
り
技
術
(
湯

一
ボ
ケ
た
も
の
で
あ
る
か
を
思
い
知
ら
さ

浅
道
男
・

堀
田
弘
司
)
、

確
保
理
論
(
金
一
れ
て
し
ま
っ
た
。

坂
一
郎
)
。

一

そ
の
因
は
、

二
ハ
四
葉
に
も
及
ぶ
写

〈
下
巻
〉
積
雪
期
登
山
(
野
村
哲
也
)
、一真
を
ふ
ん
だ
ん
に
用

い
て
の
、

読
む
人

氷
雪
技
術
(
湯
浅
道
男
・

堀
田
弘
司
)、

一
の
視
覚
に
鮮
明
に
印
象
づ
け
る
登
山
隊

山
ス
キ
l

(柳
沢
昭
夫
)

、

露
営

(松

一
の
経
過
の
説
明
(
「
計画
と
準
備
」
、

永
敏
郎
)、
雪
崩
(
金
坂
一
郎
)
、
高
所

一
「
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
へ
の
道
」、

「
登
懇

登
山
入
門
(
宮
下
秀
樹

)、

登
山
技
術

一
開
始
」、
「
縦
走
へ
向
け
て
」
、

「
ナ
ン
ダ

の
変
遷
(
山
崎
安
治
)
。

一・
デ
ヴ
ィ
縦
走
」、
「
登
山
を
終
え
て
」
)
。

上
巻
三
八
一
ペ
ー
ジ
、

一
九
七
七
年

一
鹿
野隊
長
に
よ
る
要
領
よ
く
、
簡
潔
に

六
月
発
行
、
下
巻
三
八
六
ペ
ー

ジ
、

一ま
と
め
ら
れ

た
「
隊
と
し
て

の
ま
と

一
九
七
七
年
七
月
発
行
、

い
ず
れ
も
一
め
」
。
隊
員
・

本
部
員
の
街
う
こ
と
な

定
価
二
千
円
、
白
水
社
刊
。

一く
、

率
直
な
想
い
を
述
べ
た
「
隊
員
・

(山
崎
安
治

)
一
本
部
員
の
感
想
」
に
依
る
も
の
と
思

F
勺
ノ
。

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
で
も

言
お
う
か
、

じ
つ
に
見
事
に
「
ナ
ン
ダ

・

デ
ヴ
ィ
縦
走
」
を
再
現
し
て
い
る
。

縦
走
を
成
功
さ
せ
、

意
気
揚
々
と
ル

ー

ム
に
帰
っ
て
き
た
隊
員
諸
氏
か
ら
、

ナンダ ・ デヴィ縦走

日本山岳会
ナンダ・デヴィ縦走隊

こ
こ

で

「
ナ
ン
ダ
・

デ
ヴ
ィ
縦
走
」

の
大
要
を
本
書
の
隊
員
の
イ
キ
イ
キ
と

し
た
文
章
の
中
か
ら
つ
か
ん
で
み
よ

p円
ノ
。

渡
辺
総
隊
長
は
「
ナ
ン
ダ
・

デ
ヴ
ィ

縦
走
」
の
計
画
の
特
色
(
独
自
性
)
を

「
幻
の
ナ
ン
ダ
・

デ
ヴ
ィ
縦
走
」
の
中

で
い
み
じ
く
も
、
「
私
は
、
こ
の
計
画

は
つ
ぎ
の
三
つ
の
点
で
注
目
し
て
よ
い

計
画
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
一
つ
は

J
A
C

の
若
い
会
員
達
が、
ル
ー
ム
的

集
い
の
中
か
ら
育
ん
で
き
た
計
画
と
恩

わ
れ
る
こ
と
。
そ
の
こ
は
日
本
と
し
て

東
峰
南
稜
、

主
峰
南
稜
へ
向
か
っ
て

登
山
活
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
六
月
十
三

日

、

つ
い
に
初
縦
走
(
東
峰
よ
り
西
峰

へ
の
)
が
成
さ
れ
た
。
高
見
縦
走
隊
員

は
「
ナ
ン
ダ

・

デ
ヴ
ィ
の
縦
走
を
ふ
り

か
え
っ
て
」
の
中
で
「
そ
れ
に
し
て
も

こ
こ
は
何
と
い
う
所
だ
ろ
う
。
奥
穂
高

と
ジ
ャ
ン
グ
ル
ム
の
間
に
あ
る
雪
稜
の

よ
う
な
も
の
か
な
。
い
や
い
や
、

あ
ん

な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
晴
れ
て
い
れ

ば
、
何
千
メ
ー
ト
ル
も
切
れ
落
ち
た
北

壁
に
足
が
す
く
み
動
け
な
く
な
る
か

も
。
し
か
し
、

き
っ
と
写
真
う
つ
り
に

は
絶
好
の
、
神
々
し
い
ほ
ど
の
所
で
あ

は
じ
め
て
の
外
国
人
と
の
合
同
登
山
で

あ
る
こ
と

、

そ
し
て
第
三
に
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
級
の
初
縦
走
計
画

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

三
点
は
私

に
と
っ
て
は
な
は
だ
魅
力
的
で
あ
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て

、
そ

の
計
画
は
行
動
に
移
さ

れ
る
。

「
そ
れ
に
つ
け
て
も
、

は
じ
め
て
こ
こ

を
突
破
し
た
シ
プ
ト
ン
と
テ
イ
ル
マ
ン

の
執
念
と
底
力
に
は
、

半
ば
感
嘆
し
、

半
ば
呆
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。
ル
ー
ト

フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
見
事
さ
や
、

ル

ー

ト
自
体
の
困
難
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら

、
こ
こ
を
通
ろ
う
と
考
え
つ
き
、

そ

し
て
実
行
し
て
し
ま
う
意
志
の
強
靭
さ

に
な
に
よ
り
も
圧
倒
さ
れ
る
」

と
先
縦

者
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
の
、

リ
シ

・

ガ
ン
、
ガ
の
苦
難
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
経

て
、

ナ
ン
ダ

・

デ
ヴ
ィ
・

サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
て
い

。

ノ
\

ろ
う
j
i

-
-
-。
ホ
ッ
ト
し
た
そ
の
瞬
間

一

そ
し
て
、

合
同
登
山
に
関
し
て
は
、

ス
キ
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
四
、

一
関
、
ド
ク
タ

ー
が
「
ナ

ン
ダ
・

デ
ヴ
ィ
の

五
歩
進
ん
だ
所
が
雪
庇
の
上
で
あ
る
こ

一思
い
出
」
の
中
で
、

「
こ
う
云
っ
た
便

と
に
気
付
き
、

あ
わ
て
て
引
き
返
す
。

一
宜
的
な
損
得
は
別
に
し
て
、

イ
ン
ド
と

方
向
を
誤
っ
た
の
で
あ
る
。
危
い
、
危

一
の
合
同
は
結
局
大
成
功
だ
っ
た
と
い
え

い
」
と
、

「
ナ
ン
ダ

・

デ
ヴ
ィ
縦
走
」

一
る
。
私
の
も
っ
て
い
た
偏
っ
た
先
入
観

を
イ
キ
イ
キ
と
綴
っ
て
い
る
。
ま
た
、

一
は
イ
ン
ド
隊
員
と
現
実
に
接
し
て
、

全

同
隊
員
は
、
同
文
の
冒
頭
で
、
「
幼
年

一
く
一
新
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で

も
昔
に
登
頂
さ
れ
た
東
西
両
峰
。
そ
し

一
全
く
未
知
だ
っ
た
外
国
人
同
志
が
文
字

て
、
お
年
も
前
に
試
み
ら
れ
た
縦
走
計

一
通
り
額
を
つ
き
合
わ
せ
て
、

何
日
も
何

函
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
今
日
の
よ
う
に

一
日
も
、
時
に
は
対
立
し
な
が
ら
、

共
通

経
験
の
積
み
重
ね
に
よ
り
進
歩
し
た
登

一
の
目
的
に
向
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
機

山
理
論
、
当
時
に
比
べ
格
段
に
改
良
さ

一会
は
、

め
っ
た
に
あ
る
も
の
で
は
な
い

れ
た
装
備
を
以
て
し
て
も
、

結
構
、

骨
一
だ
ろ
う
。
日
本
人
の
良
き
印
象
、
悪
し

の
あ
る
登
山
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と

一
き
印
象
、

と
も
に
彼
等
の
心
の
中
に
必

わ
が
国
最
精
鋭
の
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
l

で

一
ず
残
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
:
・

あ
る
同
隊
員
は
「
ナ
ン
ダ

・

デ
、
グ
ィ
縦一

運
悪
く
縦
走
に
加
わ
れ
な
か
っ
た

走
」
を
ま
と
め
て
い
る
。
が
、
彼
だ
け
は
縦
走
に
い
か
せ
た
か
っ

お
茶
の
水
駅
前

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
、
若
渓
堂
お
茶
の
水
店

三
階
「
山
の
本

L
の
売

場
で
は
、

一
般
山
岳
図
書
を
は
じ
め
海
外
遠
征
の
記

録
や
報
告
書
類
、
東
京
以
外
で
発
行
さ

れ
た
も
の
な

ど
巾
広
く
集
め
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す

。

尚
、
新
し
く

入
荷
し
た
も
の
、
好
評
の
も
の
な
ど
は
、
引
き
続
き
こ

の
欄
を
利
用
さ
せ
て
戴
き
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す

。

ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
ご

愛
顧
下
さ
い

。

昭
和
五
十
三
年
一
月

ザ
名
渓
堂

( 6 ) 

営*-時間平日・午前 JO時 30分より午後8時 日曜祝日 ・午後日時30分よ り午後日初日分
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つ
葛
藤
し
な
が
ら
、

共
通
の
目
標
を
遂

行
し
た
隊
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

彼
ら
と

同
時
代
に
生
き
る
登
山
者
と
し
て
何
よ

り
も
嬉
し
く
思
う
。

た
だ
「
ナ
ン
ダ

・

デ
、
ヴ
ィ
隊
」
の
隊

構
成
が
、

鹿
野
隊
長
が
「
隊
と
し
て
の

ま
と
め
」

の
中
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に

「
縦
走
隊
員
は
い
う
ま
で
も
な
く
と
り

わ
け
強
い
体
力
、

精
神
力
と
豊
富
な
経

験
を
も
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、

全
隊
員
が
必
ず
し
も
縦
走

要
員
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
、

少

た
と
日
本
隊
員
が
言
い
た
く
な
る
よ
う

な
彼
も
い
た
。
雪
に
お
し
つ
ぶ
さ
れ
そ

う
に
な
っ
た
狭
い
テ
ン
ト
の
中
で
、

彼

は
イ
ン
ド
の
神
々
を
諮
り
、

タ
ゴ
l

ル

を
唱
ぃ
、

私
は
母
に
も
ら
っ
た
お
守
り

の
説
明
を
し
た
夜
の
こ
と
を
決
し
て
忘

れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
に
、

「
ナ
ン
ダ
・
デ
ヴ
ィ
隊
」

は
、
意
欲
的
な
山
行
の
意
欲
的
な
報
告

書
を
上
梓
し
た
。

私
は
、

何
よ
り
も
ナ
ン
ダ
・

デ
ヴ
ィ

隊
が
、

性
格
、

経
歴
の
異
な
る
個
人
個

人
が
、

お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、

か

山

な
く
と
も
全
員
が
極
地
法
を
効
率
よ
く

運
営
し
て
ゆ
け
る
だ
け
の
力
量
は
備
え

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、

旧
来
の

踏
襲
で
あ
っ
た
こ
と
に
私
は
「
ナ
ン
ダ

・

デ
ヴ
ィ
隊
」
の
、

新
し
き
ヒ
マ
ラ
ヤ

時
代
へ
の
限
界
を
感
じ
る
。

私
は
、

全
隊
員
が
縦
走
要
員
(
ア
タ

ッ
ク
要
員
)
で
あ
り
、

意
欲
的
に
縦
走

(
ア
タ
ッ
ク
)
を
欲
す
る
隊
構
成
で
な

け
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

か
ら
山
登
り
の
お
も
し
ろ
み
が
少
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
強
く
思
う
。

一
九
六
ペ
ー

ジ
、

三
八
O
O
円
、

若

渓
堂
刊
。

(竹
中

昇

ネ

* 

司k

た

ル
ー

ム
基
金
応
募
者

ご
芳
名

(
6
)

しざいま

〔東
京
の
部
〕
一
口
一
万
円
数
字
は
口
数

〈6
〉
春
田
俊
郎

(
5
)川
森
左
智
子

、

関
根
吉
郎
、
田
中
張

、

芳
野
満
彦
、
今
井

嘉
道
、
竹
田
究
次
ハ
4
)
高
所
登
山
委
員

会

(3
)
川
上
降
、
田
辺
寿
、
木
下
是
雄
、

皆
川
完
一

、

飯
田
陸
治
郎
、
中
島
伊
平
、

川
喜
回
二
郎
、
浅
田
治
男

(
2
)川
上
忠

義
、
相
沢
荘
一
、
菊
地
文
雄
、
今
村

千

秋
、
沼
倉
究
二
郎
、
中
島
信
一
、
進
藤
波

男
、
小
林
重
吉

、

貝
森
健
治
、
山
岸
猛

男
、
長
嶋
正
浩
、
鈴
木
嶋
夫
、
今
井
雄

(
昭
和
田
年
ロ
月
日
日
現
在

敬
称
略
・

順
不
同
)

命、F

、ーうとカミりあ

集
会

「
写
真
講
習

会
」
参
加
記
|

|

一

一

松
丸
丸

集
会
委
員
会
の
活
躍
に
よ
っ
て
好
企

画
が
続
い
て
い
る
が
、

「
山
岳
写
真
講

習
会
」
は
白
鎌
史
朗
氏
を
講
師
に
お
願

い
し
て
三
回
行
わ
れ
た
。

第
一
回
は
座
学
で
、

五
十
二
年
十
月

二
十
五
日
ル
l

ム
で
催
さ
れ
た
。

参
加

二
六
名
、

あ
ふ
れ
る
よ
う
な
盛
会
で
あ

っ
た
。

先
生
は
南
ア
ル
プ
ス
の
写
真
に
は
全

く
詳
し
い
。
「
夜
叉
神
峠
で
山
は
こ
う

な
っ
て
い
ま
す
」
と
黒
板
に
絵
を
画
い

て
、

「
三
五
ミ
リ
の
レ
ン
ズ
で
は
こ
う

な
る
。
五
0
ミ
リ
で
は
こ
う
、
縦
位
置

二
、
今
井
喜
美
子
、
森
宏
子
、
古
川
尚
郎

(
は
〉
遠
藤
登(1
)
秩
回
し
お
み
、
川

村
博
週

、

佐
々
木
誠
、
淵
博
美
、
松
沢
憲

夫
、
内
田
耕
作

、

柴
田
初
子
、
石
田
稔
郎
、

筈
見
愛
子
、
本
田
卯
太
郎

、

渡
辺
武
男
、

大
山
光
一
、
小
原
和
晴
、
水
沼
数馬

、

岡

村
治
信
、
内
田
良
平
、
能
勢
建
夫
、
鈴
木

雄
二
、
鳥
見
迅
彦
、
近
藤
保
人
、
岩
崎
三

郎
、
川
越
孝
次
、
女
子
登
挙
グ
ラ
ブ、

大

谷
映
芳

、

佐
藤
佳
年
、
三
浦

一郎
、
桐
生

恒
治
、
倉
知
敬
、
工
藤
紗
千
子
、
森
田
忠

志
、
三
枝
守
維、

新
堀
春
喜
、
岡
茂
雄
、

星
野
重
、
前
田
泰
三
、
杉
並
区
役
所
山
岳

部
、
千
島
兼
一
、
大
島
輝
夫
、
堀
江
節
子
、

市
川
恵
子
、
小
田
竹
志
、
小
島
隼
太
郎
、

牧
野
菊
生
、
芳
野
赴
夫、

村
井
龍
一
、
福

島
健
一
、
井
上
公
利
、
渡
辺
誠
司
、
梨
羽

時
春
、
滝
紘
之
、
柳
沢
宏
、
高
橋
聡
、
波

夫

で
は
こ
う
。
一
三
五
ミ
リ
で
は
こ
う
な

る
。
カ
ラ
マ
ツ
が
三
本
写
る
か
ら
右
の

一
本
の
処
理
に
注
意
し
な
さ
い
」

と
云

う
具
合
で
あ
る
。

「
カ
メ
ラ
ブ
レ
は
絶
体
に
い
け
ま
せ

ん
。
カ
ラ

i

ネ
ガ
で
は
露
出
を
二
倍
か

け
な
さ
い
。
同
ポ
ジ
で
は
三
倍
か
け
な

さ
い
。
で
な
い
と
六
切
以
上
に
伸
し
た

と
き
に
シ
ャ
ド
ウ
が
茶
色
っ
ぽ
く
な

る
。
」「

セ
レ
ン
の
単
独
露
光
計
を
使
い
な

さ
い
。
シ

l

デ
ィ
l

エ
ス
は
寒
い
所
で

感
度
が
落
ち
る
。
E
E

カ
メ
ラ
も
シ

l

辺
洋
子
、
金
沢
守
恭
、
山
本
聖
二
、
鈴
木

淳
平
、
中
沢
真
二
、
岩
淵
泰
郎、

井
上
博
、

渡
辺
義
雄
、
森
田
忠
志
、
徳
求
登
喜
雄
、

荻
野
和
夫
、
木
村
俊
博
、
中
西
豊
和
、
山

川
三
千
雄
、
鈴
木
宏
、
坂
本
幹
、
鶴
岡
元

之
助
(
追
加
)
(
川
)
田
中
弘
士
、
松
尾

良
文
、
篠
崎
長
滋

小
計

一O
五
名
一
六
七

・
七
日

金

一、
六
七
七
、
0
0
0
円

金
一
O
、
三
五
四
、
0
0
0
円

累
計

〔地
方
の
部
二
口
五
千
円
数
字
は
口
数

(
初
)
後
藤
幹
次
(
m
)小
谷
隆
一

、

大

沢
伊
三
郎

(
6〉
伊
達
篤
郎
、
湯
浅
道

男
、
森
信
昭
二
(
5〉
村
尾
統

一
(
4
)

増
永
麹
男
、
松
井
辰
弥

(
2
〉
小
方
全

弘
、
上
線
岳
人
、
百
瀬
一
茂
、
近
藤
育

代
、
上
線
輝
夫
、
河
西
弥
一
、
小
森
恵
己

( 7 ) 

デ
ィ
l

エ
ス
で
す
」

等
々
。

素
人
の
話
と
は
、

ま
る
で
違
う
講
話

で
あ
っ
た
。

第
二
回
の
現
地
指
導
会
は
五
十
二
年

十
月
三
十
日
夜
中
零
時、
パ
ス
で
新
宿

発
、

夜
叉
神
ト
ン
ネ
ル
の
手
前
の
駐
車

場
ま
で
行
く
。

五
時
登
り
に
か
か
り
、

五
時
五
O
分

峠
着
。
明
け
た
ば
か
り
の
山

は
霧
に
包

ま
れ
て
何
も
見
え
な
い
。
で
も
先
生
は

落
着
い
て
「
気
圧
配
置
は
こ
う
だ
か
ら

霧
は
晴
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
の
こ
と
。

集
っ
た
メ
ン
バ
ー

は
普
段
の
会
合
と

は
異
な
り
、

善
男
善
女
ば
か
り
。
母
親

を
連
れ
て
来
た
孝
行
息
子
や
、

小
学
生

の
子
供
を
四
人
連
れ
て
来
た
律
義
者
な

ど
が
居
て
な
ご
や
か
だ
が
、

写
真
に
は

な
か
な
か
の
ガ
ン
バ
リ
ょ
う
で
あ
る
。

子
、
田
辺
幸
雄
、
薬
礼
楽
、
大
沢
宣
彦
、

山
口
政
一
、高
木
碕
男
、
安
藤
久
男
(I
U

岩
崎
忠
昭
、
三
木
売
、
荒
尾
宏
、
馬
場

猛
、
岩
田
新
治
、
山
下
嘉
彦
、
河
西
俊

郎
、
吉
田
元
、
岸
邦
紀
、
村
上
守
、
西
牧

康
、
浅
輪
幸
久
、
中
島
忠
、
秋
山
宏
明
、

佐
々
木
徳
次
郎
、
斎
藤
音
蔵
、
早
川
淀
、

八
木
原
陣
子
、
橋
本
誠
二
、
佐
野
博
、
小

野
稔
弥
(
U
)小
泉
直
隆
、
白
木
正
俊
、

久
保
回
宣
夫
、
下
平
研
一

小
計

四
七
名
一

一九
・

六
口

金
五
九
八
、
O
O
O
円

五
、
ご
一
六
、
五
O
O
円

累
計

今
回
の
合
計

二
、
二
七
五
、
O
O
O
円

累
計

金
一
五
、
四
八

O
、
五
O
O
円

申
込
人
員
東
京
五
二
一
名

地
方
四
四

O
名
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カ
メ
ラ
を
四
台
ぶ
ら
下
げ
た
御
老
体

ゃ
、

貴
婦
人
の
カ
メ
ラ
、

ラ
イ
ツ
ミ
ノ

ル
タ
C
L

と
ス
ー

パ
ー

セ
ミ
イ
コ
ン
タ

を
パ
ッ
グ
に
入
れ
た
御
婦
人
。
月
面
飛

行
士
の
ハ
ッ
セ
ル
プ
ラ
l

ド
五
0
0
C

M
と
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
の
ニ
コ
ン
F

を

ぶ
ら
下
げ
た
女
性
な
ど
タ
ダ
の
人
々
で

は
な
い
。

マ
ナ
ス
ル
以
来
日
本
山
岳
会
の
伝
統

で
あ
っ
た
調
節
機
構
を
セ
ロ
テ
l

プ
で

固
定
す
る
方
式
は
よ
う
や
く
昨
日
の
も

の
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る

。

先
生
の
予
報
の
よ
う
に
間
も
な
く
霧

は
頂
き
か
ら
晴
れ
て
来
た
が
、

残
念
な

が
ら
白
根
三
山
に
雪
は
な
い
。
「
今
年

は
雪
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
霧
を
生
か
し

て
撮
影
し
て
下
さ
い

。
」
「あ
の
沢
の
影

は
二
時
間
経
っ
と
ク
ッ
キ
リ
浮
き
上
り

ま
す
。
」
と
先
生
は
抑
言

る
。十

二
時
、

峠
の
西
側
に

時
下
る
。
迎
え
の
パ
ス
で
桃

恥
の
木
温
泉
へ
。
小
休
止
の

夫

う
え
ま
た
パ
ス
に
乗
っ
て

畑
新
宿
へ
。

ー

第
三
回
は
現
地
指
導
会

場
t
nu拘

で
の
作
品
批
評
会
で
五
十

劃
二
年
十
一
月
十
五
日
ル

l

恥
〉
ム
で
行
わ
れ
た
。
大
き
く

榊
ト伸
し
た
作
品
が
数
多
く
出

優
カ

さ
れ
た
が
先
生
の
目
は
厳

円、

+
6

会
劃
し
く

、

僅
か
で
も
カ
メ
ラ

問調
ブ
レ
が
あ
っ
て
はダメ
。

そ
し
て
主
題
に
奥
行
き
が

あ
れ
ば
全
部
に
ピ
ン
ト

が

合
っ
て
い
な
け
れ
ば
ダ

メ
。

目
的
の
構
成
要
素
以
外
の
も
の
が

写
し

込
ま
れ
て
い
て
は
ダ
メ
と
大
変
厳

し
い
。
だ
が
白
緩
先
生
は
静
か
に
淡
々

と
云
わ
れ
る
。

撮
影
指
導
に
は
日
本
の
芸
事
の
師
匠

の
よ
う
に

、

口
や
か
ま
し
い
人
が
多
い

が
、

あ
れ
は
日
本
山
岳
会
向
き
で
は
な

、ν

そ
し
て
会
員
の
カ
メ
ラ
を
借
り
て
先

生
が
一
枚
撮
ら
れ
た
作
品
が
会
員
の
作

品
と
比
べ
ら
れ
た
。

な
る
ほ
ど
先
生
の
作
は
カ
ラ
マ
ツ
の

梢
が
稜
線
か
ら
ほ
ん
の
少
し
出
て
い
る

だ
け
で
、

こ
れ
が
山
の
高
度
感
を
強
調

し
て
い
る
。

ど
の
会
員
の
作
品
も
カ
ラ
マ
ツ
に
は

苦
労
し
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
。

早
自

然
保
護
情
報

=

石
誠
一

一
〆
ド

\

一

日
本
山
岳
会
の
中
に
自
然
保
護
委
員

会
が
設
立
さ
れ
、

全
国
の
各
支
部
に
呼

び
か
け
て
、

活
発
な
活
動
が
開
始
さ

れ
、

す
で
に
何
回
か
の
委
員
会
を
催

し
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と

は
、

喜
ば
し
い
次
第
で
あ
る
。

自
然
保
護
の
大
き
な
問
題
と
し
て、

森
林
伐
採
、

林
道
、

車
道
の
開
発
、
山

小
屋
、

ス
キ
l

場
、

ゴ
ル
フ
場
、

ダ
ム

そ
の
他
の
建
設
に
対
す
る
自
然
破
壊
は

今
ま
で
全
国
的
に
問
題
祝
さ
れ
て
き
た

が
、

山
の
ゴ
ミ
公
害
に
つ
い
て
は
す
で

に
手
の
ほ
ど
こ
し
ょ
う
が
な
く
、

仕
方

が
な
い
と
傍
観
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
と
云
え
る
だ
ろ
う
。

都
会
の
ゴ
ミ
捨
て
が
な
く

な
ら
な
い

限
り
、

山
の

ゴ
ミ
問
題
は
解
決
し
な
い

だ
ろ
う
と
、

諦
め
て
い
る
人
が
多
く

て
、

そ
ん
な
小
さ
な
つ
ま
ら
な
い
こ
と

に
か
か
わ
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
と
、

そ

っ
ぽ
を
向
く
人
が
い
る
よ
う
だ
。

最
近
で
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
ま
で
行
っ
て
ゴ

ミ
を

捨
て
、

外
国
遠
征
隊
の
報
告
書
に

日
本
の
O
O
隊
の
残
し
た
物
だ
と
記
録

に
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

遠
征
隊

の
質
も
低
下
し
た
と
同
じ
よ
う
に
、

日

本
の
登
山
界
も
純
粋
な
山
を
愛
す
る
登

山
者
が
減
っ
て
、

頂
上
の
み
を
目
指
す

一
見
登
山
者
風
の
遊
山
者
が
増
え
、

そ

の
道
徳
低
下
を
恥
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
だ
と
す
れ
ば
今
後
ど
う
し
て
ゆ
け

山
は
山
で
も
ゴ
ミ
の
山

ー

l

山
の
ゴ
ミ
公
害
に
つ
い
て
|
l

坂
倉
登
喜
子

ば
よ
い
か
を
、

本
腰
に
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
時
が
き
た
の
で
は
あ
る
ま
い

、

D

私
は
戦
後
各
地
の
山
々
を
歩
き
続

け
、

日
本
の
自
然
が
年
々
破
壊
さ
れ
て

ゆ
く
姿
を
見
守
っ
て
き
た
一
人
だ
が
、

昔
の
山
は
人
も
ゴ
ミ
も
少
な
く
静
か
で

良
か
っ
た
。

今
の
よ
う
に
山
を
汚
し
た

の
は
人
間
な
の
だ
か
ら

、

美
し
く
す
る

の
も
人
聞
が
で
き
な
い
筈
が
な
い
と
思

い
、

各
地
の
ゴ
ミ
公
害
を
見
聞
し
て
き

た
。こ

こ
に
各
地
の
ゴ
ミ
情
報
を
一
部
伝

え
て
見
ょ
う
。

*
北
ア
ル
プ
ス
鏡
平
の
谷
聞
は
ゴ
ミ
捨

て
場
に
な
っ
て
い
て
、

下
か
ら
悪
臭

の
ガ
ス
が
発
生
し
て
、

水
を
汲
み
に

ゆ
く
の
は
た
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
天
下
の
秘
境
の
植
物
が
枯
れ
る

か
と
心
配
で
あ
る

。

*
西
穂
登
山
道
水
場
近
く
の

谷
聞
は
空

路
で
埋
ま
っ
て
い
た
。
ヘ
リ
コ

プ
タ

ー

で
回
収
で
き
な
い
場
所
は
、

積
り

積
っ
て
だ
ん
だ
ん
絡
の
谷
が
深
く
な

る
。

*
奥
又
白
池
付
近
は
ク
ラ
イ
マ
ー
の
あ

こ
が
れ
の
テ
ン
ト
場
だ
が
、

テ
ン
ト

の
高
さ
ほ
ど
の
ゴ
ミ
の
山
と
雑
居
、

池
の
中
に
ゴ
ミ
が
浮
き
、

そ
の
ま
わ

り
は

至
る
と

こ

ろ
キ
ジ
場
で
、

歩
け

な
い
ほ
ど
だ
。
ク
ラ
イ
マ

l

の
人
格

を
疑
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

*
平
ガ
岳
は
秘
峰
と
し
て
人
も
ゴ
ミ
も

少
な
い
山
だ
っ
た
の
に
、

二
度
目
に

登
っ
た
時
は
山
頂
に
ゴ
ミ
穴
が
掘
つ

で
あ
っ
た
。
途
中
の
水
場
も
ゴ
ミ
に

ハ
エ
や
ア
プ
が
飛
ん
で
い
て
食
事
も

で
き
な

い
ほ
ど
。
下
の
小
屋
で
聞
い

た
ら
山
開
き
に
清
掃
し
た
翌
日
な
の

に
と
、

新
し
い
ゴ
ミ
に
驚
い
て
い

た
。

*
巻
機
山
登
山
口

に
ゴ
ミ
篭
が
置
い
で

あ
っ
た
。
現
在
あ
る
か
ど
う
か
知
ら

な
い
が
、

こ
こ
は
車
で
き
た
人
が
登

山
後
ゴ
ミ
を
捨
て
る
ら
し
い
。
車
な

ら
軽
い
か
ら
持
ち
帰
れ
る
の
に
・
:
・
:

ゴ
ミ
が
あ
ふ
れ
で
い
た
。
登
山
者
は

ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

*
上
越
上
野
原
高
原
入
口
で
登
山
者
か

ら
入
山
料
を
と
っ
て
い
た
。
山
菜
採

り
の
採
集
券
と
書
い
で
あ
っ
た
。
季

節
外
れ
に
登
山
者
か
ら
と
る
の
は
お

か
し
い
と
、

聞
い
て
見
た
ら
、

登
山

者
は
た
ば
こ
を
捨
て
て
火
事
を
起
こ

し
た
り
、

ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
す
る
か

ら
、

そ
の
清
掃
料
だ
と
云
わ
れ
た
。

*
奥
武
蔵
鳥
首
峠
は
か
た
く
り
の
花
の

群
落
で
有
名
な
峠
だ
っ
た
の
に
、

ゴ

ミ
の
た
め
花
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
可
愛
そ
う
で
あ

る
。

キ
西
沢
渓
谷
は
人
が
た
く

さ
ん
行
く
の

に
ゴ
ミ
が
な
い
。
山
小
屋
の
若
者
た

ち
の
努
力
と
か
。
奇
麗
な
所
に
捨
て

な
い
心
理
が
、

ス
イ
ス
の
山
に
あ
っ

た
。

さ
て
今
後
山
の
ゴ
ミ
が
放
置
さ
れ
る

( 8 ) 



テ
ー
マ

「
一
九
二
0
年
代
の
ア
ル

。
フ
ス」

か
が
み

講

師

各
務
良
幸
氏
、

)

-
日
時

3

日
目
日
(
木
)
午
後
6

町
一

時
初
分

一
四一
場

所

本
会
ル
l
ム

間
一

講
師
に
お
願
い
し
ま
し
た
各
務
氏
は

恒
一ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
留
学
中
F
・s
-
ス

m

一
マ
イ
ス
と
も
交
友
が
あ
り
、

ヨ

|

ロ
ツ

1
一パ
・

ア
ル
プ
ス
の
登
撃
に
情
熱
を
注
が

ト
一
れ
、

た
い
へ
ん
活
躍
さ
れ
た
方
で
す
。

間
一
今
回
の
山
岳
史
懇
談
会
は
、

一
九
二

叫
一
0
年
代
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
を

3

一
中
心
に
お
話
を
伺
う
予
定
で
す
。
ご
期

山
一

待
く
だ
さ
い
。
(
図
書
委
員
会
)

第
六
回
山
岳
史
懇
談
会

日
時

ω
分
よ
り

場
所

日
本
山
岳
会
新
ル
l

ム

報
告
者

広
島
三
朗

一
九
七
七
年
夏
、

二
十
三
年
ぶ
り
に

K
2

の
登
頂
に
成
功
し
た
日
本
隊
の
報

告
会
で
す
。
多
数
ご
参
会
く
だ
さ
い
。

(
高
所
登山
・

集
会
委
員
会
d

2
月
四
日
(
土
)
午
後
6

時

K
2

登
頂
報
告
会

昨
年
、

初
冬
の
富
士
山
に
て
講
習
会

を
計
画
し
、

雪
不
足
の
た
め
中
止
し
た

積
雪
期
登
山
の
講
習
会
を
、

再
度
、

春

期
富
士
山
に
て
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
登
山
を
志
す
初

・

中
級
の
方
を
対
象
に
し
て
、

積
雪
期

登
山
の
基
礎
、

露
営
よ
り
氷
雪
登
山
技

術
ま
で
の
講
習
を
行
な
い
ま
す
。

参
加
者
の
山
歴
や
希
望
に
従
っ
て
、

一
一
一
I

五
人
の
班
編
成
を
し
、

ヒ
マ
ラ
ヤ

等
、

海
外
登
山
経
験
者
を
リ
ー

ダ
ー

に

配
置
し
、

技
術
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

要
項
は
下
記
の
通
り
で
す
。
本
格
的

登
山
の
指
導
と
懇
親
の
意
味
を
含
め
て

の
講
習
会
で
す
の
で
男
女
を
問
わ
ず
多

数
ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
、
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

参
加
申
し
込
み

の
方
は
、

早
め
に
山
岳
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

日
程

4
月
比
日
(
金)
l

凶
日
(日
)

山
小
屋
に
て
2
泊

場
所

富
士
山
御
庭
小
屋
付
近

多
加
者
説
明
会

4

月
6

日

(
水
)
午

後
6

時
ぬ
分
、

本
会
ル
l

ム

行
程

4
月

H
日
午
前

9

時
ぬ
分
、

富
士
吉
田
駅
(
富

士
急
行
)
集
合
、

第
二
十
一
回

登
山
技
術
講
習
会

と
そ
の
公
害
で
、

動
植
物
異
変
が
起
こ

一
一
国
の力
が
動
か
な
く
て
は

と
て
も
実
行

り
、

山
は
禿
山
と
な
っ
て
、

つ
い
に
は

一
に
は
移
せ
な
い
。
ゴ
ミ

・

パ
ト
ロ
ー
ル

自
然
破
嬢
に
大
き
く
拡
が
っ
て
ゆ
く
だ

一
を
活
動
山
岳
会
に
依
頼
し
、

ゴ
ミ
規
制

ろ
う
。
そ
の
防
止
策
と
し
て
、

清
掃
以

一
を
考
え
て
権
限
を
与
え
、

組
織
で
取
締

前
の
行
動
に
対
し
て
、

大
き
な
団
体
や

一
り
罰
金
制
に
し
て
は
如
何
だ

ろ
う
。

-
報
告
と
お
知
ら
せ

会
報
第
三
八
六
号
、

八
月
二
十
日
付

で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
し
た
富
士
山
の

登
山
技
術
講
習
会
は
、

積
雪
量
が
少
な

く

、

目
的
で
あ
る
積
雪
期
登
山
技
術
の

講
習
が
困
難
な
た
め
、

中
止
に
い
た
し

ま
し
た
。

ご
参
加
の
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
方
に
、

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
お
詑
び
と
、

中
止
の
ご
連

絡
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
務
報
告
…

日
月
理
事
会

第
二
O
回
登
山
技
術
講
習
会

中
止
の
ご
連
絡

パ
ス
に
て

大
石
茶
屋
へ
、

馬
返
し
を

経
由
し
て
御
庭
小
屋
に
入
る
。

4

月

日
日

富
士
山
登
頂
を
含
む
実

技
指
導
を
行
な
う
。

4
月
日
日
午
前
中
、

実
技
の
後
山

小
屋
に
戻
り
、

午
後
3

時
、

富
士
吉

田
駅
に
て
解
散
。

参
加
費
一
人

、

一
一
、

0
0
0
円

(
パ
ス
代
、

宿
泊
費
、

保
険
料
、

雑

費
等
を
含
む
)

申
込
み

原
則
と
し
て
3

名
一
組
と
し

て
申
込
み
下
さ
い
。
l

名
で
参
加
の

場
合
は
そ
の
旨
記
入

下
さ
い
。
申
込

書
は
事
務
局
に
て
配
布
し

ま
す
の

で
、
各
自
-
記
入
し、
3

月

況
日
ま
で

に
申
込
み
願
い
ま
す
。

連
絡
先
〒

問
千
代
田
区
四
番
町
五

四
サ
ン
ピ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
内
日
本
山

岳
会
技
術
指
導
委
員
会
宛
。

会
報
に
別
記

・

山
日

記
(
皆

川
)

年
次
晩
餐
会
ま
で
に
出
来
上
る

(日
月
M
日

午
後
6

時
ω
分
、

本
会

ル
l

ム
)

マ
出
席
者

西
堀
会
長
、

望
月
、

折
井

各
副
会
長
、
宮
下
、
高
遠
、
小
倉
、

中
川
、
橋
本
、

大
森
(
久
)
、

皆
川
、

鈴
木
、

大
森
(
薫
)、
倉
知
、

黒
石

、

越
田
、

田
村
、

牧
野
内
、

嵯
峨
野
各

理
事
、

浜
野
、

山
崎
、

金
坂
、

小
原

各
評
議
員

委
任

浅
田
理
事

マ
報
告
事
項

-
U
I

A
A

総
会
出
席
報
告(

吉
沢
一
郎
)

・

ナ
ン
ダ
コ
y

ト
登
山
フ
ィ
ル
ム
寄
贈

竹
節
作
太
氏
よ
り
(
宮
下
)

・
関
西
支
部
主
催
「
南
極
探
険
の
講
演

と
映
画
の
会
」

(日
月
日
日
〉
に
西

堀
会
長
出
席

-

ル
l

ム
募
金
応
募
状
況
に
つ
い
て

(
望月
、

宮
下
)

.

ル
ー

ム
建
築
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

(
橋
本
)

内
装
ロ
月
中
に
完
了
予
定

引
越
し
計
画
担
当
者

神
崎
、

橋
本
、

山
本
〈良
)、

高
遠

・

評
議
員
会
報
告
(
望
月
)

本
年
度
名
誉
会
員
と
し
て

今
西
錦

司
、

吉
沢

一
郎
氏
を
推
薦

臨
時
総
会
提
出
議
案
を
承
認

-

支
部
長
会
議
を
ロ
月
3

日
に
開
催

(
宮下
)

・

西
堀
会
長
の
中
国
訪
問
報
告(

西
堀
)

高
所
登
山

(田
村
)

K
2
、

ブ
ロ
ー

ド
ピ
ー
ク
登
山
等
の

講
演
会
を
来
年
開
催

-

山
岳

(倉
知
)

ロ
月
中
に
出
来
上
る
予
定

-

集
会
(
中
川
)

叩
月
日
日
写
真
講
習
会
、

ぬ
月
泊
日

ノ
ミ
の
市
、

叩
月
初
日
現
地
写
真
講

習
会
、

日
月
日
日
現
地
小
集
会
、

日

月
日
日
写
真
批
評
会

-

自
然
保
護
(
鈴
木
)

ω
月
日
日

J
M
日

自
然
保
護
現
地
集

会
(
裏
丹
沢
)

-

海
外
連
絡
(
鈴
木
)

ド
イ
ツ
よ
り
交
流
登
山

で
来
年
8

月

日
日
1

9

月
2
日
ま
で
来
日
予
定

-

婦
人

(黒
石
)

海
外
登
山
勉
強
会
を
定
期
的
に
開
始

・

学
生
(
牧
野
内
)

年
報
ロ
月
末
出
版
予
定

-

図
書
(
越
田
〉

m
月
2
日

第
叩
回
山
岳
図
書
交
換
会

ロ
月
3

日
「
こ
の

一
本
展
」

3
月
日
日
山
岳
史
懇
談
会

-

指
導

(嵯
峨
野
〉

富
士
山
講
習
会
中
止

2

月
げ
日
t
m
日
山
岳
ス
キ
l

研
究

会
(
鹿
島
槍
局
原
)

-

山
研

(
小
倉
)

日
月
6

日

開
所

利
用
に
当
つ
て
は
会
員
個
々
の
認
識

を
促
す

-

信
濃
支
部
ぬ
周
年
記
念
出
席
報
告

(
浜
野
)

・
熊
本
支
部
却
周
年
記
念
山
行
報
告

(折
井
)

( 9 ) 
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P978 年度パミール及びカフカス入山要領』

海外連絡委員会

期j記のとおりソ遠山岳連盟よりインフォ ー メ ーション

・レタ ーが届きましたのでご連絡します。希望団体は

ソ連国際登山キ ャンプに申し込み下さい。

USSR INTERNATIONAL MOUNTAINEERING 

CAMPS OF 1978 

IN THE PAMIR AND THE CAUCASUS 

INFORMATION LETTER 

Two international mountaineering c釘nps “Pamir-

78" and “ Caucasus-78" will be available in sumｭ

mer, 1978, in th巴 mountains of the Central Pamir 

and Caucasus; 

Mountaineerers who timely pay the necessary 

amount of money will have the opportunity to see 

the most beautiful mountain regions of the USSR 

and climb the highest summits of the Pamir and 

the Caucasus_ 

The “ Pamir- 78" camp works in three 30 days 

programs with participants arriving accordingly on 

July the 15 th , 17 th and 19 th. 

Program No. 1: Ascents of the Lenin Peak 

(7134 m) and other summits of the Zaalni ridge, 
starting from the base camp situat巴d at the foot 

of the Lenin Peak (3700 m) in the Edelweisse glade 

of the Achik-Tash ravine. 

Participants who do not have su伍cient experience 

in highaltitude climbing will be able to receive 

proper training under the instruction of experienced 

coaches before independent ascents of 4000-佼ゆOm

summits, as well as of the Lenin Peak. 

Program No. 2: Ascents of the summits of the 

USSR Academy of Sciences' and Peter the Great's 

ridges (Mt. Communism 7495 m , E. Korzhenevskaja 
7105 m , etc.) starting from the Base camp situated 

at the foot of the Mt. Communism in the Fortambek 

glade (4000 m). 

Program N o. 3: Ascents from the southern wall 

of the summits of the upper reaches of the Fedchenｭ

ko glacier (Revolution Peak, 6974 m, Mt. 26 Comｭ

missars of Baku, 6834 m, Shipka Peak, 6254 m, and 
others over 印00 m) starting from a branch of 出巴

base camp situated in the region of the Yazgulem 

Dora glaier (39∞ m) . 

The cost of the “ Pamir- 78" tour for: 
Program No. 1 - 1100 american dollars 

Program No. 2 - 13∞ american dollars 

Program No. 3 - 1400 american dollars 

Mountaineerers for “ Pamir-78" will be transportｭ
ed to branchas of the base camp by helicopter. 

Program No. 1 includes a 5-days 仕ip to the 

Cen仕al Asia. Other programs may have excursions 

for additional payment of 2印 amer. dollars provided 

the m.atter was agreed upon in advance_ 

The “ Caucasus- 78" camp works in two 24-

days programs ~O days of which in the Caucasus) 

with participants arriving in Moscow accordingly 

on July the 1st and 25 th_ 

The camp works in the Elbrus 紅ea . Participants 

will stay in a tourist hotel at the foot of the El brus. 

Program No. 1: Ascents of summits of the 

Elbrus, Uzhba, Shkhelda, Chatyn, Mt. Caucasus, 
Djan-Tugan , Bashkara , etc. Participants who traverｭ
sed both summits of the Uzhba, may be transported 
for the additional sum of 100 amer. dollars per 

person from Swanetia to the camp by helicopter. 

Program No. 2: Participants are brought by 

helicopter to the Bezenga ravine for the period of 

7-12 days to climb the summits of Shkhara, Dykhｭ
Tau, Mizhyrguy, Koshtan-Tau, etc. Accomodation 

in tents in bivouac conditions. 

The cost of the "Caucasus-78" tour for: 

Program No. 1 一 氏)() amer. dollars 

Program No. 2 - 800 amer. dollars 

The cost of the Pamir and the Caucasus tours 

includes a∞omodation， meals, travel USSR, medical 
service, consultation on climbing routes, safety 

works , etc. 
Participants should bring along for climbing 

personal and group equipment (warm clothes , sleep司

ing bags, shoes, ice-axes, cooking-stoves, ropes, 
etc.). 

The camp administration will provide groups with 

food and petrol for climbing. 

Entries should be sent latest J anuary the 15 th, 
1978 with the name of the mountaineering organizaｭ

tion or tourist 五rm ， name and address (postal and 

cable) of the group's leader, total number of the 

delegation and tentative objects for climbing. 

Our address: USSR International mountaineerｭ

ing camps, Moscow-69, Skatertny per. 4. Cables: 

“ Pamir" USSR Sportscommittee, Moscow. 

( 10 ) 
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募
金
委
員

l )レ;

!ム j
i 日 i

L竺;
(臼
年
刊
月
)

4

日
(
火
)
海
外
委
員
会

5

日
(
水
)
山
研
委
員
会

6

日
(
木
)
図
書
委
員
会

ム
耳

日
日
(
火
)
理
事
会

ロ
日
(
水
)
立
教
0
・

B

会

日
日
(
木
)
婦
人
懇
談
会

M
日
(
金
)
創
立
記
念
日

ロ
日
(
月
)
図
書
委
員
会

均
日
(
火
)
図
書
委
員
会

四
日
(
水
)
一
二
水
会
高
所
登
山
委
員

ムE初
日
(
木
)
雪
崩
研
究
会

2
日
(
土
)
図
書
交
換
会

山

( 11 ) 

お
日
(
火
)
写
真
勉
強
会

初
日
(
水
)
学
生
部
リ
ー

ダ
ー

会

幻
日
(
木
)
募
金
委
員
会
遭
難
対
策

委
員
会
自
然
保
護
委
員
会

却
日
(
土
)
J
A
C

の
み
の
市
(
於
・

電
通
会
館
)

今
月
の
来
室
者
四
八
六
名

夫
婦
会
員

八
三
二
五
西
孝
子
(
臼

・

叩
・

日
)

物
故
者

二
四
一
八
安

川
茂
雄
(
臼
・

叩
・

幻
)

除
籍
取
消

六
八
二
七
栗
原
敏
起
(
臼
・

ω
・

4
)

*
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
。

キ
本
年
も
、

随
想
、

紀
行
、

研
究
、

詩

歌
等
、

「
山

」
へ
の
原
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
投
稿
原
稿
は
日
字
詰
で
お

書
き
く
だ
さ
る
と
幸
い
で
す
。
勝
手
な

が
ら
採
否
は
編
集
委
員
会
に
お
ま
か
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、

季
節
、
日
時
の
ズ

レ
な
ど
か
ら
掲
載
時
期
に
変
動
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
ご
諒
承
く
だ
さ
い
。

*
各
支
部
行
事
報
告
そ
の
他
の
予
定
稿

が
移
転
関
連
な
ど
記
事
錯
綜
の
た
め
次

号
以
降
に
ま
わ
り
ま
し
た
。
ご
諒
承
く

だ
さ
い
。
(
編
集
係
)

昭
和
五
十
三
年
一
月
二
十
日
発
行

川

基
ロ
品
都
文
京
区
湯
島一l
六
l

一

利
根
川
商
事
側
さ
く
ら
ピ
ル

発
行
所
組
一
泊
日

本
山

岳
会

発
行
者
西
堀
栄
三
郎

編
集
代
表
大
森
久
雄

(制
)
二
二
八
六
(
代
表
)

振
笹
口

座
東
京
三
|

四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂

一
丁
目
三
番
六
号

株
式
会
社
技
報
堂

印
刷
所
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山&スキー勾事門店-買い易い

山の J吉
登山・スキー用具専門店

4回時-北ヘ来たら

山の J吉店山
日
助
吋

臥
之
仲

汀
盛
山

島
田
:

{

 

回
椀
附

京
い一

一片
町

京東-フレッシュな

山の店?

の
大阪市北区梅ケ枝町101
TEL. 06(362)5736 

吃な§ゑヒけヰ持幸な
主 手 = 1t土二， 完だ; ゑゑ. 
杏苧L 毛 l 三 荏 J 
右ム晶.い允
，ド.' ﾘEl 坤炉ぜザ. 写~.. づ労F Eを雪
す
吃?、示 a??三! " 
tヲ， )泊骨、 . 司E与 . 

り

aZa0 . 

制

ど
、z
z
w
下
宅
島e
s

t
a
-
-
』
ら
えZ
ム
ルS

ゑe
F任
はt
'
Z
竹
ま
す

四谷店 東京都新宿区三栄町三番抱

TEL (351) H32・ 1m

λ重洲口~ 東京都中央区凡重洲二円五

TE L (Z7l) 1560 ・ 8575

鋪宿店街宿ステーショ ンピル困問
サーピZシ ョ ヲ プ

T E L (352) 6 5 6 , 
日本 信 販 加 盟店

会山荘
,b 

?
 

イ
4

・
同l
。
0
2

川d
hい

作
u
ロ

る
や

，

Q
.

一
-
l
u
J

a
-

巴由
宍

晶T
間憲司E孟ìWf，~同

小
企登山とスキー具
ø/ヨヨ弓
東京都中央区日本橋通 2-1
PHON; 271一7686 ・ 1718

国
エ
よ
ル
パ
ス
i
フ
パ
己A
J

ニ
ノ
、
ザ
メ
ノ
、
ず
会
採

γ
ζ
4・

七
五
年
ト
レ

ツ

キ
ン
グ
記
録

I
l
l
i
-
-

-

A
五
判
一
五
八
頁
定
価
一
五

O
O

円

内
容
・
ラ
ン
タ
ン
・
ガ
ン

ジ
ャ

・
-
フ
報
告
l

ラ
ン
タ
ン

.
ヒ

マ
|

ル
の
概
要

/
ラ
ン
タ
ン

・

ヒ
マ

l

ル
の
山

4

・
報
告

l

医
療

/

渉
外

/
装
備
/
食
糧

/

日
程
表

-
ラ
ン
タ
ン
谷
ト
レ

ッ

キ

ン
グ

日
記

-
紀
行
l

ホ
テ
ル
・

エ

ベ
レ

ス
ト
ビ
ュ

ー

-
橋
元
都

美
子
/

小
さ
な
飛
行
機
・
・
伊
蕗
き
み
子

/
ル
ク
ラ
よ

り

シ
ャ
ン
ポ
チ
ェ
へ
・
:
大
久
保
ヒ

ロ

子
/
タ
ン
ポ
チ

工
へ
の
道
:
・
坂
倉
登
喜
子

-
随

想
l

=
一
つ
の
ポ
カ

リ

・

石
井
勝
子

/

ネ
パ

l

ル

の

一
日
・
藤
江
幾
太
郎

/
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
植
物
:
・
長
岡

矢
枝

/
時
計
に
ま
つ
わ
る
話

・
黒
石
恒
/

ヒ
マ
ラ
ヤ

の
銀
の
星
・
・
坂
倉
登
喜
子

/

二
つ
の
被
写
体

・
・
大
久

保
ヒ
ロ
子

/
ヒ
マ

ラ

ヤ
料
理
教
室
・
:
伊
藤
き
み
子

/

ヰ
パ

|

ル
の
衣
・
食

-

住
・
:

坂
倉
登
喜
子

J
川
川汗

一
近
刊

一日
.本
本
山
岳
会
学
生
剖臼
叩
編

州l
l

年
報
第
六
号

山

J

コ

4
1
3
E

ー
I
l
l
i
-
-
1

1

1

1
1

判
型
幻

m
x

m

m
二
七
六
頁

内
容
・
巻
頭
言
「
大
学
山
岳
部
へ
の
提
言
」
吉
阪

隆
正

-
ー
・
特
集
「
大
学
山
岳
部
の
原
点
を

探
る
」
一

部

滝
谷

/

二
部
ナ
ン
ダ

・
コ

ー
ト
の
初
登
頂

/

三
部
北

鎌
尾
根
独
標
側
稜
よ
り
北
穂
高
往
復

/

四
部
春
の
剣

岳
上
り
西

穂
高
へ

/
五
部
宇
奈

月

よ
り
西
穂
高
へ

/

六
部
利
尻
岳

/
七
部
白
馬
岳
名
剣
尾
根

/

八
部
大
タ

テ
ガ
ビ
ン
よ
り
八

ッ
峰

-
H

・
学
生

部
海
外

登
山
報
告
・

m
-

山
の

講
座
圃

w

・
随
想
・
v

・
加
盟

校
積

雪
期
山
行
記

録

一
九
七

O
|

七
五
・

m
m
-

一
九
七
五
年
度
学
生
部
活

動
報
告

ほ
か

日
本
山
岳
会
編

h
U
3
4
J
u
 

u
l
E
E

三
日

A

六
ポ
ケ
ッ

ト

判
定
価
九
五

O
円
山
行
は
も
と

よ
り

日

常
の

手
帳
と
し
て
も
広
く
愛
用
さ
れ

て

い
ま

す
。

山

党
同

士
山
や
親
し
い
方
へ
の
酒
落
た
贈
物
と
し

て
喜
ば

れ

て
い
ま
す

。

プ
レ
ゼ
ン
ト
カ
ー
ド
っ
き

。

一
九
七
八
年
版
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